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TV り刪/ FM / AM クロックラジオ 


取扱説明書 

お買い上げいただをありがとラございます。 

个敬化 I 電気製品はま全のためのを意事項を守5ないと、 

レ胃° 1火災や人身事故になることげあります。 

この取扱説明書と別冊の r ま全のために J をよくお読みのラえ、 製品 

を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見5れるところに必ず保管してく 
ださい。 
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主な特長 

• 見やすい大をなアナ□グ時計付さ。 

• ダイヤルで目覚まし時刻を設定でをる簡単設定機能。 

• 一目でわかるめざまし入/切表示。 

• 暗闇での使用時に役立つライト付を。 

•約60分で自動的に電源び切れるおやすみタイマー機能。 

使用上のごを意 

取り巧いについて 

• 次のよラな場所に置かないでください。 

-温度び非甫に高い所 (40 °C 必上)やほし顾 (0 °C 攻下)。 

一直射曰光のあたる場所や暖房器具の近く。 

—風呂場など湿気のをい戸斤。 

一窓を閉め切った自動車内（特に夏季)。ほこりの多い所。 
•落としたり、強いショックを与えたりしないでください。故 
障の原因になります。 

•本体の内部に液体や異物を入れないでください。 

•巧れたときは、柔らかい巧でからぶきしてください。シン 
ナーやベンジンなどは表面をいためますので使わないでくだ 
さい。 

•キャッシュカード、定期券など、磁気を利用したカード類を 
スピーカーに近づけないでください。スピーカー内部の磁石 
の影響でカードの磁気び変化し、使えなくなることびありま 
すのでごま意 < ださい。 

• 耳をあまり刺激しないよラに、適度の音量でお楽しみくださ 
い。 

• 苗によい音でお聞きいただくためにイヤホンのプラグをとさ 
どき柔らかい巧でか日ぶきし、清潔に保ってください。 

• イヤホンをご使用中、肌に合わないと感じたときは早めに使 
用を中止して医師またはソニーの相談窓□、ソニーサービス 
窓□に相談してください。 

• このラジオのテレビ音声受信回路は、 FM 放送の受信回路と 
兼用であるため、一部の地域ではテレビ2または3チャンネル 
の音声を受信中、 FM 放送びおじって聞こえることびありま 
す。このとをは、ソニーの相談窓□または、お近くのソニー 
ヴービス窓□にご相談ください。 

• 防滴機構になっていませんので雨や雪、水しぶさのかかると 
ころでは充分にごを意ください。 


万一故障した場合は、内部をあけずに、お買い上げ店、ソニー 
の相談窓□またはソニーサービス窓□にご相談ください。 


よ<あるお問し1合わせ，稱決方法などは 
ホームページをご活巧<ださい。 


巧い方巧談巧 □ 


http://www.sony.co.jp/support 


フリーダイヤル . 

携帯電話 -PHS •—部の IP 電話- 


修理巧談•巧口 


0120 -333-020 ♦ 
04巨 6-31-2 己11 


フ U - ダイヤル .0120-222-330 

携帯電話' PHS - —部の I P 電話-- 0466-3 1 -2 已31 

※取扱說巧書'リモコン等の購入相談はこちらへお問い合わせください。 


左記番号へ接続を、 
最初のガイダンスび 
流れている間に 

r304j + r#j 

を押してください。 
直接、担当'客□へ 
おつなぞしまず。 


I FAX (舆ほ）0120 -333-389 受付時固ち一金: 9:00-20:00 ±•曰•祝日: 9:00-1 7:00 

ソニー株式会社 干 1 08-0075 東京都港区港南 1 - 7-1 


巧障かな？とおった6 

サービス窓□にご相談になる前にもう一度 チェ ックしてみてくだ 
さい。 

ラジオの音がまったく聞こえない 

4乾電ミせの®、©び逆になっている。 

乾電ミせの®と©を正しく入れなおす。 

4乾電池び消耗している。 

乾電池を2本とち新しいちのと交換する。 

■> 音量び最ルになっている。 

音量つまみで音量を調節する。 

4地上アナ□グテレビ放送は2011年7月までに終了 
ずることび、国の法令によって定められています。 
地上アナ □ グテレビ放送終了をは、本機ではテレビ 
の音声を聞くことはでさません。 

雑音がを <、音が悪い 

4乾電ミ也び消耗している。 

乾電池を2本とち新しいちのと交換する。 

4電波び弱い。 

窓側など受信げ態のよい場所でお使いくださし、。 
時間が遅れる 

4乾電池び消耗している。 

時計用乾電池を新しいちのと交換する。 

設定した時刻にラジオやブザーが鳴日ない 
4現在時刻び正しくない。 

正しい時刻を設定する。 

4めざまし時刻び正しくない。 

設定したい時刻を確認する。 

4ラジオで聞きたい局に合っていない。 

ラジオで聞きたい局に合わせる。 

■> ラジオで設定したとを、音量を最ルにした。 

音量つまみを上へ回して音量を調節する。 

ラジオ入/切スイッチが r 切 J なのにラジオび鳴っている 
4おやすみタイマーび動作している。 

(タイマー動作お認ランプび点巧している） 

おやずみタイマー入/切ボタンを r 切」にして、ラン 
プを消して < ださし、。 


保証書とアフターサービス 

巧証書 

• 所定事項の記入および記載内容をおおかめのラえ、大切に保 
存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとさは 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときは 

お買い上げ店、ソニーの相談窓□またはお近<のソニーサービス 
窓□にご相談ください。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳し<は 
保証書をご覧 < ださい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理さ 
せていただをます。 

部品の巧有期巧について 

当社ではラジオの捕修用性能部品(製品の機能を維持ずるためにお 
要な部品)を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品保 
有期間を修理可能の期間とさせていたださます。保有期間び経過 
したをを、故障箇所によっては修理可能の場合びありますので、 
お買い上げ店、ソニーの相談窓□またはソニーサービス窓□にご 
相談ください。 

主な仕様 

受信周波数 TV : 4-1 2チャンネル *1 

FM : 76〜108 MHz 订 V 1-3 チャンネル* 1) 

AM : 530〜1,710 kHz 
スピーカー 直径 5.7 cm 丸型8 01個 

実用最大出力 90 mW ( JEITA *2) 

電源 ラジオ用 ： DC 3 V 、単3形乾電池2本 

時計用： DC 1.5 V 、単3形乾電池1本 
最大外お寸法 約 178.5 X 146 x 86 mm (幅 x 高さ x 奥行） 

( JEITA ) (最大突起部含む） 

質量 約600 a (乾電池およびイヤホン含む） 


地上アナ□グテレビ放送は2011年7月までに終了することび、国の法令によって 
定め S れています。せ上アナログテレビ放送終了をは、本機ではテレビの音声を 
聞くことはでをません。 

*2 J 曰 TA (電子情報技術産業協会)規格による測定値でず。 

付属品 ソニー単3形旧 6) 乾電池胤祀試し用*) 

イヤホン （1) 

取扱説明書 (1) 

保証書 (1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （ 1 ) 

* 付属の乾電池はお試し用です。購入ずる場合はソニーアルカ U 乾電ミせをおずずめし 
ます。 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびあ 
りますび、ご了承ください。 






巧電池を入れる 

1 電池入れのふたを開ける。 



2 単3お乾電池を3本入れる。 

©©の向きを電池入れ内の表示に合わせ、必ず3本とわ©側から入れて 
<ださい。 



電池入れの横に、使用する乾電池（単3あ乾電池）の太さび記してあり 
も弓 0 



乾電池の持続時間 

ソニー単 3 あ (R6) 乾電池使用時 (JEITA つ 



ソニー単3形 (LR6) アルカリ乾電池 

ソニー単3形 (R6) マンガン乾電池 

TV 放送 

約82時間 

約27時間 

FM 放を 

約11日時間 

約3別寺間 

AM 放送 

約12別寺間 

約4即寺間 

時計 

約2年 

約1年 


曰 TA (電子情報技術を業協会)規樹こよる測定値です。実際の電ミ也寿命は、使用す 
る機器の状況により変動する可能性びありまず。 

乾電池の交換時期 

交換する電ミ也 

ラジオの音びかさくなったり、ひずんだりしたら ラジオ用： 2本 

時計び遅れるよ3になった S 時計用：1本 

時計を合わせる 

引く•時刻合わせつまみを引いて合わせます。時計を合わせたら、 
必ず引く ■時刻合わせつまみを押し戻してくだい。 



暗いところで時計を見るには 

めざましくりかえし/照明ボタンを押すと、約10秒間八ンドルラ 
イトび点灯し時計部分ち照明されます。 


ラジオを聞< 


1 ラジオ入/切スイッチを r 入」にして電源を入 
れる。 

2 バンド切り換えスイッチで TV 、 FM または 
AM を選ぶ。 

TV (4-12ch) を聞く場合は TV4-12 に合わせ、 

TV (1-3ch) を聞く場合は FM に合わせます。 

3 選局つまみで放送局を選ぶ。 

放送を受信すると同調インジケーターび点灯します。 
目盛板と指針の突起部を指でさわって、聞いている局 
の位置を目安として確認でさます。 

4 音量つまみで音量を調節する。 


電源を切るとをには 

ラジオ入/切スイッチを彻」にして電源を切ります。 


ま信げ態を良くするには 

TV、FM 放送の場合： 

FM ワイヤーアンテナを、受信状態の 
良いち向に伸ばしてお使いください。 



FM ワイヤーアンテナ 


地上アナログテレビ放送は2011年7月までに終了することび、 
国の法令によって定められています。地上アナログテレビ放送 
終了後は、本機ではテレビの音声を聞くことはでさません。 



AM 放送の場合： 

AM アンテナは内蔵されているので、 

ラジオ本体の向きによって受信状態び尸 
変わります。最もよく受信できる向き、、 

にしてお聞さください。 

聞をやすい音を選ぶには 

音質切り換えスイッチをじュース」または信楽」に合わせます。 

イヤホンで聞<には 




◎(イヤホン)端テにイヤ 
ホンを差し込む。 
使わないとさは裏側のイ 
ヤホンポケットに入れて 
おくと便利です。 


ごま意 

•イヤホンを◎(イヤホン)端子につなぐと、 スピーカーからは 音び 
でな< な0ます。 

■イヤホンをつないでをめざまし機能び働いているとをは、スピー 
カーから 音びでます。 


ラジオやブザーで起をるには 
—めざまし機能 

1 めざまし音切り換えスイッチをラジオまたはブザー大、 
ブザールに合わせる。 



ラジオで起きる場さ 

めざまし音切り換えスイッチをラジオに合わせてから、「ラジオを 
聞く」の順にしたびって、聞をたい局を選びます。音量を調節した 
ら、ラジオ入/切スイッチを r 切」にして電源を切ります。 

ブザーで起をる場合 

ブヴー大またはブヴーノ」\を還んでください。 

2 <めざましダイヤルを左に回して、起きたい時刻に合わ 
せる。 

•1 回カチッと動かずたびに、10分ずつ動きます。 

•設定した時刻より5分く 5い早くなったり遅くなったりすることびあ 
りまず。 



3 めざまし入/切スイッチを r 入 J にする。 



設定した時刻になると、ラジオまたはブヴーび鳴ります。 

約30分を、自動的に止まります。 

ち5かし旧っていたいとを（ゆざましくりかえし機能） 

めざましくりかえし/照明ボタンを押します。 

ラジオやブヴーの音びいったん止まり、約5分後に再び鳴りまず。 
この機能はめざまし入/切スイッチを r 切」にしない限りくり返す 
ことびでさます。 

ラジオやブザーを止めるには 

めざまし入/切スイッチを r 切」にします。 

ラジオを聞をなが6旧るには 
—おやすみタイ 7— 

ラジオ入/切スイッチを r 切」に合わせ、おやすみタイマー入/切 
ボタンを押します。 

ランプび点灯し、約60分後に自動的にラジオの電源び切れます。 
途中で、タイマーを解除したい場合は、おやすみタイマー入/切 
ボタンを押してください。ランプは消えます。 


暗いところで表示を見るには 

めざましくりかえし/照明ボタンを押すと、約10砂間八ンドルラ 
イトび点なし時計部分も照明されます。 













